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4 面

し
た
。

◆
合
意
内
容

①
有
効
期
間
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で
と
す
る
。

②
55
歳
以
降
、
暫
定
退
職
年
齢
ま

で
の
間
に
退
職
す
る
者
に
つ
い
て

は
、
定
年
退
職
と
同
様
の
扱
い
と

す
る
。

③
基
本
給
に
つ
い
て
、
組
合
要
求

通
り
と
す
る
。

④
船
長
水
先
慰
労
金
の
月
額
上
限

を
、
現
行
の
７
万
４
０
０
０
円
か

ら
７
万
７
０
０
０
円
（
３
０
０
０

円
ア
ッ
プ
）
と
す
る
。

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
は
会
社
負
担
と
す
る
。

⑥
年
間
臨
時
手
当
は
、
43
・
８
割

（
対
前
年
比+

１・
１
割
）
と
す

る
。
配
分
に
つ
い
て
は
夏
期
手
当

を
21
・
９
割
、
越
年
手
当
を
21
・

９
割
と
す
る
。

７
万
７
０
０
０
円
と
し
た
い
。
ま

た
、
年
間
臨
時
手
当
に
つ
い
て
は

41
・
１
割
（
対
前
年
比+

１・０

割
）
と
し
た
い
と
の
回
答
が
示
さ

れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
組
合
側
は
、
船
団

側
の
回
答
を
総
合
的
に
判
断
し
た

結
果
、
誠
意
あ
る
回
答
と
受
け
止

め
、
令
和
６
年
度
労
働
協
約
改
定

な
ら
び
に
年
間
臨
時
手
当
を
合
意

７
万
７
０
０
０
円
と
し
た
い
。
ま

た
、
年
間
臨
時
手
当
に
つ
い
て
は

43
・
８
割
（
対
前
年
比+

１・１

割
）
と
し
た
い
と
の
回
答
が
示
さ

れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
組
合
側
は
、
船
団

側
の
回
答
を
総
合
的
に
判
断
し
た

結
果
、
誠
意
あ
る
回
答
と
受
け
止

め
、
令
和
６
年
度
労
働
協
約
改
定

な
ら
び
に
年
間
臨
時
手
当
を
合
意

全
内
航
交
渉
委
員
会

　
３
月
27
日
の
全
内
航
と
の
交
渉

は
、
小
委
員
会
を
再
開
し
、
鋭
意

協
議
を
進
め
た
結
果
、
一
定
の
整

理
が
図
ら
れ
た
こ
と
か
ら
小
委

員
会
を
終
了
し
、
第
３
回
交
渉

を
再
開
す
る
こ
と
と
し
た
。
再

開
後
、
船
団
側
か
ら
、
船
長
水

先
慰
労
金
の
月
額
上
限
に
つ
い

て
、
現
行
の
７
万
４
０
０
０
円
を

し
た
。

◆
合
意
内
容

①
有
効
期
間
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で
と
す
る
。

②
基
本
給
に
つ
い
て
、
組
合
要
求

通
り
と
す
る
。

③
船
長
水
先
慰
労
金
の
月
額
上
限

を
、
現
行
の
７
万
４
０
０
０
円
を

７
万
７
０
０
０
円
（
３
０
０
０
円

ア
ッ
プ)

と
す
る
。

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
は
会
社
負
担
と
す
る
。

⑤
年
間
臨
時
手
当
は
、
41
・
１
割

（
対
前
年
比+

１・
０
割
）
と
す

る
。

　
配
分
に
つ
い
て
は
夏
期
手
当
を

20
・
５
割
、
越
年
手
当
を
20
・
６

割
と
す
る
。

　
今
次
労
働
協
約
改
定
交
渉
は
、

急
激
な
円
安
の
進
行
な
ど
に
よ
る

物
価
上
昇
を
受
け
、
国
内
に
お
い

て
30
年
ぶ
り
の
高
水
準
と
な
る
賃

金
改
善
が
図
ら
れ
た
昨
年
以
上
に

大
幅
な
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
機
運
が

高
ま
る
状
況
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
貴
船
団

と
の
交
渉
は
、
全
て
の
部
門
で
人

材
確
保
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

の
観
点
か
ら
、
優
秀
な
人
材
を
確

保
す
る
た
め
必
要
な
労
働
条
件
の

実
現
に
向
け
交
渉
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
今
般
、
交
渉
委
員
各
位
の
自
主

円
満
解
決
に
向
け
た
ご
尽
力
に
よ

り
、
昨
年
度
に
引
き
続
く
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
の
満
額
回
答
を
は
じ
め
と

し
、
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
も

一
定
の
水
準
で
期
限
内
解
決
に
至

っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
労
使
の
信
頼
関
係
は
も
と
よ

り
、
労
使
双
方
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
業
界
の
未
来
に
目
を
向
け
、
真

摯
に
検
討
し
た
結
果
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
鍋
島
、
宮
﨑
両
交
渉
委
員
長
を

は
じ
め
と
す
る
、
交
渉
委
員
各
位

に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
内

航
海
運
は
、
依
然
と
し
て
船
員
の

高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
な
か
、

若
年
層
の
定
着
率
悪
化
な
ど
が
問

題
視
さ
れ
て
お
り
、
後
継
者
の
確

保
・
育
成
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
あ
ら
ゆ
る
産

業
と
の
人
材
確
保
競
争
が
激
化
し

て
い
く
な
か
、
内
航
海
運
業
界
に

お
い
て
も
、
賃
金
を
は
じ
め
、
将

来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
職
場
環
境
の
構
築
に

向
け
、
労
使
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
次
労

働
協
約
改
定
交
渉
の
結
果
が
、
船

員
職
業
の
魅
力
向
上
、
後
継
者
の

確
保
・
育
成
は
も
と
よ
り
、
内
航

海
運
業
界
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ

な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
、
労
使
の
信
頼
関
係

に
基
づ
き
、
業
界
が
抱
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
組
合
を
代
表
し
て
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

期限内妥結・ベースアップ満額回答期限内妥結・ベースアップ満額回答
　

内
航
二
団
体
（
内
航
労
務
協
会
・
一
洋
会
）
と
全
内
航
の
令
和
６
年
度
労
働
協
約
改
定
交
渉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
３
月
１
日
に
第
１
回
交
渉
を
開
催
し
、
第
２
回
交
渉
を

３
月
７
日
、
第
３
回
を
３
月
14
日
に
開
催
し
た
。
内
航
二
団
体
は
第
４
回
目
を
３
月
21
日
、
第
５
回
目
を
３
月
26
日
に
開
催
し
中
断
。
ま
た
、
全
内
航
は
第
３
回
目

を
３
月
14
日
に
開
催
し
中
断
、
３
月
21
日
に
交
渉
を
再
開
し
再
度
中
断
。
内
航
二
団
体
と
全
内
航
の
中
央
交
渉
は
、
３
月
末
の
労
働
協
約
の
期
限
が
迫
る
中
、
物
価

高
が
続
く
社
会
背
景
を
踏
ま
え
た
誠
意
あ
る
回
答
を
強
く
促
し
、
鋭
意
交
渉
を
重
ね
る
も
、
議
論
は
平
行
線
を
た
ど
っ
た
。
期
限
目
前
の
３
月
27
日
に
ホ
テ
ル
マ
リ

ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東
京
で
15
時
30
分
か
ら
第
３
回
全
内
航
交
渉
委
員
会
、
19
時
か
ら
第
５
回
内
航
交
渉
委
員
会
を
再
開
し
た
結
果
、
基
本
給
に
つ
い
て
は
組
合
要
求
通

り
（
満
額
回
答
）
を
中
心
に
、
年
間
臨
時
手
当
を
含
む
組
合
要
求
各
項
目
へ
の
回
答
が
な
さ
れ
、
こ
れ
ら
船
団
側
の
回
答
を
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、
誠
意
あ
る

回
答
と
受
け
止
め
、
令
和
６
年
度
労
働
協
約
改
定
な
ら
び
に
年
間
臨
時
手
当
を
合
意
し
、
３
月
28
日
に
調
印
式
を
行
っ
た
。

各
要
求
項
目
への
船
団
側
回
答
を
総
合
的
に
判
断
し
妥
結

内航二団体／全内航内航二団体／全内航内航二団体／全内航 令和６年度労働協約改定交渉令和６年度労働協約改定交渉海員海員
春闘春闘

内
航
二
団
体
と
の
令
和
６
年
度
労
働
協
約

改
定
交
渉
の
妥
結
に
あ
た
っ
て（
概
要
）

左から平岡英彦交渉委員長、松浦満晴組合長、宮﨑昇一郎一洋会会長、
松永浩司内航労務協会会長、鍋島祐樹船団側交渉委員長

松
浦
満
晴
組
合
長
の
あ
い
さ
つ

左から平岡英彦交渉委員長、松浦満晴組合長、関田拓生全内航会長、垰野治次全内航交渉副委員長

内航二団体

10,19010,190円アップ円アップ

全内航

10,22010,220円アップ円アップ

全内航全内航全内航

内航二団体内航二団体内航二団体

標準船員

標準船員

内
航
交
渉
委
員
会

　
３
月
27
日
の
内
航
二
団
体
と
の

交
渉
は
、
小
委
員
会
を
再
開
し
、

鋭
意
協
議
を
進
め
た
結
果
、
一

定
の
整
理
が
図
ら
れ
た
こ
と
か

ら
小
委
員
会
を
終
了
し
、
第
５

回
交
渉
を
再
開
す
る
こ
と
と
し

た
。
再
開
後
、
船
団
側
か
ら
船
長

水
先
慰
労
金
の
上
限
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
７
万
４
０
０
０
円
を

（標令加算込  ４.1％アップ）

（標令加算込  ４.11％アップ）
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本
年
度
協
約
改
定
交
渉
は
、
世

界
規
模
の
物
流
混
乱
に
端
を
発
し
、

米
国
主
導
に
よ
る
ド
ル
為
替
高
も

重
な
り
、
国
内
消
費
に
お
い
て
も

急
激
な
イ
ン
フ
レ
傾
向
を
示
す
中
、

官
公
労
使
が
揃
っ
て
諸
物
価
高
騰

に
伴
う
国
民
の
可
処
分
所
得
の
安

定
化
に
向
け
た
賃
金
改
定
の
機
運

が
大
勢
を
占
め
、
多
く
の
大
企
業

に
お
い
て
は
異
例
と
も
呼
べ
る
早

期
且
つ
世
間
相
場
を
上
回
る
回
答

が
連
続
す
る
中
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
船
団
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
が

完
全
に
は
脱
し
切
れ
て
い
な
い
状

況
の
上
に
、
諸
物
価
高
騰
に
よ
る

運
用
コ
ス
ト
の
上
昇
、
次
世
代
に

向
け
た
環
境
技
術
へ
の
取
り
組
み
、

さ
ら
に
少
子
高
齢
化
に
よ
る
経
営

環
境
並
び
に
労
働
環
境
の
変
化
へ

　
内
航
二
船
団
は
今
年
度
の
貴
方

の
各
要
求
項
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、

様
々
な
観
点
か
ら
真
摯
に
議
論

を
重
ね
、
交
渉
に
あ
た
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
貴
方
の
要
求
は
我
々

船
団
に
は
大
変
厳
し
い
も
の
で
あ

り
、
特
に
基
本
給
に
つ
い
て
は
昨

　
全
内
航
船
団
と
し
て
は
社
会
情

勢
、
ま
た
他
水
準
の
動
向
を
見
据

え
な
が
ら
、
内
航
海
運
業
界
の
後

継
者
確
保
・
育
成
問
題
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
労
働
環
境
改
善
の
必

要
性
を
十
分
認
識
し
た
上
で
交
渉

に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
物
価
高
の
影
響
で
船

今
後
業
界
の
会
社
運
営
に
は
様
々

な
角
度
か
ら
本
質
的
な
改
革
が
迫

ら
れ
る
こ
と
必
定
な
時
代
と
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
会
社
運
営
の
基
本
は
ま
ず
良
好

な
労
使
間
の
相
互
理
解
と
協
力
・

協
調
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

は
不
変
で
あ
る
は
ず
と
認
識
致
し

て
お
り
ま
す
。

　
業
界
と
し
て
は
新
世
代
の
フ
ェ

リ
ー
事
業
の
安
定
化
に
向
け
努
力

し
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
に
も
益
し
て
貴
組
合
の
ご

理
解
・
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
令
和
６
年
度
労
働
協

約
改
定
交
渉
終
了
す
る
に
あ
た

り
、
協
会
を
代
表
し
て
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
早
期

の
交
渉
妥
結
、
誠
に
ご
苦
労
様
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。

力
あ
る
内
航
業
界
に
す
る
べ
く
立

ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
強
い
信
念
の
も
と
、
ま
た
、

現
場
で
日
夜
問
わ
ず
頑
張
っ
て
お

ら
れ
る
乗
組
員
の
た
め
に
決
断
致

し
ま
し
た
。
二
団
体
代
表
と
し
て

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

急
に
水
準
を
判
断
す
る
こ
と
は
容

易
な
こ
と
で
は
な
く
慎
重
に
検
討

を
重
ね
て
決
断
に
至
っ
た
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
も
内
航
海
運
業
界
が
抱
え

る
多
く
の
課
題
に
取
り
組
み
、
企

業
存
続
と
雇
用
維
持
に
努
め
て
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

の
対
応
と
激
動
の
時
代
に
入
り
始

め
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
下
に
お
い
て
、

フ
ェ
リ
ー
業
界
の
今
後
の
発
展
を

見
据
え
る
観
点
か
ら
今
次
交
渉
に

臨
み
、
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
異
例
と
も
呼
べ
る
交
渉
妥
結

を
得
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
取
り

も
直
さ
ず
本
船
に
お
い
て
活
躍
す

る
乗
組
員
を
代
表
す
る
貴
組
合
の

平
岡
委
員
長
を
は
じ
め
と
し
た
組

合
交
渉
団
各
位
と
、
フ
ェ
リ
ー
業

界
の
更
な
る
安
定
と
発
展
を
願
う

船
団
の
岩
男
委
員
長
を
は
じ
め
と

し
た
船
団
交
渉
団
各
位
の
間
で
緊

密
且
つ
真
摯
な
議
論
が
行
わ
れ
た

賜
物
で
あ
り
、
双
方
の
交
渉
団
各

位
の
ご
尽
力
に
対
し
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

　
先
ほ
ど
も
触
れ
ま
し
た
通
り
、

年
に
続
き
、
貴
方
要
求
通
り
を
満

額
で
回
答
致
し
11
年
連
続
と
な
る

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
加
盟
各
社
の
経
営
状
態
か
ら
す

れ
ば
、
ま
こ
と
に
苦
渋
の
選
択
・

決
断
で
あ
り
ま
し
た
。
と
は
言
え

船
員
確
保
・
育
成
、
よ
り
一
層
魅

舶
経
費
等
の
コ
ス
ト
増
大
は
経
営

を
圧
迫
し
、
ま
た
未
だ
用
船
料
の

具
体
的
な
先
行
き
に
つ
い
て
は
不

透
明
で
あ
り
船
主
経
済
は
変
わ
ら

ず
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
ま
た
全
内
航
43
社
が
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
経
営
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
中
で
要
求
内
容
に
対
し
て
早

　
全
国
各
支
部
で
交
渉
を
担
当
す

る
会
社
（
中
央
交
渉
の
各
船
団
加

盟
会
社
を
除
く
）
は
▽
北
海
道
管

内
＝
41
社
▽
東
北
管
内
＝
61
社
▽

関
東
管
内
＝
１
５
０
社
▽
関
西
管

内
＝
90
社
▽
中
・
四
国
管
内
＝
97

社
▽
九
州
関
門
管
内
＝
71
社
の
合

計
５
１
０
社
で
、
２
月
末
日
に
全

１10１10社が期限内で妥結（社が期限内で妥結（５１０５１０社中）社中）
全国の交渉進捗状況全国の交渉進捗状況

未
決
着
の
会
社
は
４
月
以
降
も
交
渉
を
継
続
中

海員春闘・全国の進捗状況（中央交渉を除く） ３月31日現在

各地方支部管内 2月末日
要求書提出

第1回
交渉終了

第2回
交渉終了

第3回
交渉終了

妥結
3月31日現在

北海道地方支部管内 41 社 25 社 10 社 10 社 4 社
東北地方支部管内 61 社 61 社 15 社 6 社 5 社
関東地方支部管内 150 社 150 社 95 社 46 社 34 社
関西地方支部管内 ９0社 79 社 51 社 31 社 40 社
中・四国地方支部管内 97 社 62 社 14 社 1 社 18 社
九州関門地方支部管内 71 社 71 社 50 社 30 社 9 社

海員海員
春闘春闘

海員海員
春闘春闘

国
一
斉
に
要
求
書
を
提
出
し
た

後
、
３
月
末
日
の
労
働
協
約
書
の

有
効
期
限
ま
で
、
令
和
６
年
度
の

新
し
い
労
働
協
約
を
締
結
す
べ
く

各
社
と
の
交
渉
を
重
ね
て
い
る
。

　
各
地
方
支
部
管
内
で
の
３
月
31

日
現
在
の
春
闘
交
渉
の
進
捗
状
況

は
、
妥
結
し
た
会
社
数
が
各
地
方

関東地方支部

本部

東北地方支部

関西地方支部

北海道地方支部

中・四国地方支部

九州関門地方支部

大阪支部

北陸支部

新潟支部

沖縄支部
道南支部

道北支部

尾道支部

長崎支部

愛媛支部
高松支部

静岡支部

名古屋支部
気仙沼支部

八戸支部

道東支部

小名浜支部

三崎支部

鹿児島支部

支
部
管
内
ご
と
に

▽
北
海
道
管
内
＝
４
社

▽
東
北
管
内
＝
５
社

▽
関
東
管
内
＝
34
社

▽
関
西
管
内
＝
40
社

▽
中
・
四
国
管
内
＝
18
社

▽
九
州
関
門
管
内
＝
９
社

―
と
な
っ
て
い
る
。

　
全
国
５
１
０
社
中
、
１
１
０
社

が
労
働
協
約
書
の
有
効
期
限
内
妥

結
に
至
っ
て
い
る
が
、
未
解
決
の

４
０
０
社
に
つ
い
て
は
、
４
月
以

降
も
、
引
き
続
き
交
渉
を
継
続
し

て
い
る
。

　
全
国
の
各
支
部
が
担
当
す
る
個

別
各
社
と
の
交
渉
は
、
現
在
も
続

く
物
価
高
騰
の
中
、
組
合
員
の
雇

用
、
家
族
と
生
活
を
守
る
た
め

に
、
交
渉
の
舵
取
り
は
難
し
い

が
、
本
部
に
設
置
し
た
闘
争
本
部

事
務
局
を
中
心
に
、
精
力
的
に
鋭

意
交
渉
を
展
開
し
て
い
く
。

３月31日現在

中
央
交
渉
妥
結
・
調
印
式
で
の

各
船
団
側
代
表
あ
い
さ
つ（
概
要
）

日
本
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
労
務
協
会
小
笠
原
朗
会
長

内
航
二
団
体
／
船
主
団
体
一
洋
会
宮
﨑
昇
一
郎
会
長

船
主
団
体
全
内
航
関
田
拓
生
会
長
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２
０
２
４
年
３
月
18
日
、
ホ
テ

ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東
京
に
お

い
て
第
78
回
Ｖ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
ベ
ト

ナ
ム
人
船
員
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
管
理
委
員
会
を
開
催
し
た

（
Ｖ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
＝Vietnamese 

Seafarers Upgrading 
Project

）。

　
全
日
本
海
員
組
合
は
、
ベ
ト
ナ

ム
人
船
員
の
英
語
能
力
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
Ｖ
Ｓ
Ｕ

Ｐ
を
１
９
９
８
年
に
ベ
ト
ナ
ム

労
働
組
合
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
労
働
総

同
盟
（
Ｖ
Ｇ
Ｃ
Ｌ
＝Viet nam 

General Confederation 
of Labour

）
お
よ
び
ベ
ト
ナ

ム
海
事
労
働
組
合
（
Ｖ
Ｍ
Ｗ
Ｕ

＝Vietnamese Maritime 
W

orkers Union

）
と
連
携
し

て
ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
ハ
イ
フ
ォ
ン

市
に
て
開
始
し
た
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ベ
ト
ナ

　
１
９
９
８
年
に
ベ
ト
ナ
ム
で
の

活
動
を
開
始
し
た
Ｖ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
は
、

２
０
２
３
年
に
25
周
年
の
節
目
を

迎
え
、
同
時
に
日
越
外
交
樹
立
50

周
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
同
年
11
月
に
ハ
イ
フ
ォ

ン
市
に
て
25
周
年
式
典
を
開
催
し

た
。

て
お
り
、
さ
ら
に
、
海
事
技
術
向

上
を
目
的
と
し
た
短
期
間
の
技
術

訓
練
コ
ー
ス
（
Ｖ
Ｓ
Ｕ
Ｐ-

Ｓ

Ｃ
）
に
お
い
て
は
３
１
４
５
人
の

訓
練
生
が
卒
業
し
、
多
く
の
ベ
ト

ナ
ム
人
船
員
が
日
本
商
船
隊
に
乗

船
し
て
国
際
海
上
輸
送
に
貢
献
し

て
い
る
。

島
田
竹
啓
社
長
を
合
わ
せ
た
委
員

５
人
の
他
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
国
際
船
員
労
務
協
会
の
井
上
登

志
仁
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
４
人

が
出
席
し
、
日
越
総
勢
18
人
が
出

席
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
代

表
部
の
石
野
淳
也
代
表
か
ら
、

報
告
事
項
と
し
て
⑴
Ｖ
Ｓ
Ｕ
Ｐ 

25
周
年
記
念
式
典
に
つ
い
て
⑵

２
０
２
３
年
度
Ｖ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
の
運
営

管
理
・
会
計
報
告
に
つ
い
て
⑶

２
０
２
３
年
度
Ｖ
Ｓ
Ｕ
Ｐ-

Ｓ
Ｃ

の
運
営
管
理
・
会
計
報
告
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
受
け
承
認

さ
れ
た
後
、
審
議
事
項
と
し
て
、

２
０
２
４
年
度
の
訓
練
計
画
・
予

算
案
に
つ
い
て
提
案
を
受
け
、
審

議
の
う
え
承
認
さ
れ
た
。

　
な
お
第
78
回
管
理
委
員
会
開
催

時
点
（
２
０
２
４
年
３
月
18
日
）

で
、
Ｖ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
海
事
英
語
訓
練
は

２
５
４
６
人
の
訓
練
生
が
卒
業
し

ベトナム人船員養成プロジェクトベトナム人船員養成プロジェクト
管理委員会管理委員会

13年振りの日本開催13年振りの日本開催

八戸支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事イカ釣り兼底刺し網漁船

第拾八正進丸が出港第拾八正進丸が出港

　
３
月
25
日
、
八
戸
港
か
ら
イ
カ

釣
り
兼
底
刺
し
網
漁
船
の
「
第
拾

八
正
進
丸
」（
４
９
６
ト
ン
）
が

大
漁
旗
を
な
び
か
せ
天
皇
海
山
海

域
に
向
け
出
港
し
た
。

　
本
船
は
イ
カ
釣
り
で
ソ
デ
イ
カ

や
ム
ラ
サ
キ
イ
カ
を
漁
獲
し
、
底

刺
し
網
で
キ
ン
メ
ダ
イ
、
オ
オ
メ

マ
ト
ウ
ダ
イ
、
ク
サ
カ
リ
ツ
ボ
ダ

イ
を
漁
獲
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型

の
漁
船
と
な
っ
て
い
る
。

　
船
橋
は
、
最
新
鋭
の
ソ
ナ
ー
や

魚
群
探
知
機
を
導
入
し
、
安
定
し

た
水
揚
げ
の
確
保
を
目
指
す
こ
と

と
し
、
船
内
に
お
い
て
は
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
通
信
環
境
が
整
備
さ
れ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
が
可
能
と

な
る
。
居
住
区
は
、
個
室
を
増
や

す
こ
と
で
、
若
年
船
員
に
配
慮
し

た
構
造
と
し
て
お
り
、
後
継
者
確

保
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
関
川
忠
義
漁
労
長
は
「
年
々
資

源
量
は
減
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
が
、
新
造
船
を
預
け
ら
れ
た
か

ら
に
は
頑
張
る
し
か
な
い
。
若
い

乗
組
員
や
外
国
人
船
員
も
多
く
乗

船
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
安

全
航
海
に
細
心
の
注
意
を
払
い
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
第
拾
八
正
進
丸
は
、
そ
の
雄
姿

を
乗
組
員
の
家
族
や
関
係
者
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
、
太
平
洋
の
大
海

原
に
向
け
て
出
港
し
た
。
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

ベトナムのHieu VGCL副会長（左）から記念品が贈呈された

第78回VSUP管理委員会集合写真

新造船

最新鋭のソナーや最新鋭のソナーや
魚群探知機で魚群探知機で

安定した水揚目指す安定した水揚目指す

ム
外
務
省
か
ら
非
営
利
・
人
道
援

助
、
開
発
的
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
ベ
ト
ナ
ム
に
お

け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
の
設

立
登
録
書
の
交
付
を
得
て
活
動
を

し
て
お
り
、
年
２
回
の
管
理
委
員

会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

　
日
本
で
の
開
催
は
２
０
１
０
年 

11
月
の
第
47
回
管
理
委
員
会
以

来
、
13
年
４
カ
月
振
り
と
な
り
、 

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
、Ｖ
Ｇ
Ｃ
Ｌ
のNgọ 

Duy Hiểu  

副
会
長
（
Ｖ
Ｓ
Ｕ
Ｐ

管
理
委
員
会
委
員
長
）
な
ら
び
に

Ｖ
Ｍ
Ｗ
Ｕ
のLê Phan Linh

委

員
長
を
は
じ
め
関
係
船
社
の
役
員

な
ど
７
人
と
ベ
ト
ナ
ム
代
表
部
の

２
人
を
合
わ
せ
た
９
人
が
来
日
し

た
。

　
日
本
側
は
、
全
日
本
海
員
組
合

か
ら
松
浦
満
晴
組
合
長
お
よ
び
池

谷
義
之
国
際
局
長
の
他
２
人
と
、

イ
ン
ラ
コ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の
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●プロフィール

1960年　 東京商船大学（現・東京海洋大学）卒業／
運輸省航海訓練所運輸教官

 1963年 ㈶労働科学研究所特別研究生

 1966年 ㈶海上労働科学研究所入所

 1976年 ㈶海上労働科学研究所主任研究員

 1988～2001年 長野県短期大学教授

 2001～2008年 日本福祉大学大学院・情報社会科学部教授

 2012～2016年 松蔭大学・コミュニケーション文化学部教授
博士（心理学）／人間工学専門家（日本人間工学会認定第26号）／応用心
理士（日本応用心理学会認定第133号）／日本応用心理学会名誉会員／
産業・組織心理学会名誉会員／日本人間工学会名誉会員

　
商
船
で
働
く
船
員
の
労
働
の
研

究
は
、
１
９
４
６
年
に
日
本
で
初

め
て
文
部
省
所
管
の
財
団
法
人
労

働
科
学
研
究
所
で
開
始
さ
れ
、
こ

の
研
究
所
の
海
上
労
働
研
究
部
を

母
体
と
し
て
１
９
６
６
年
に
運
輸

省
所
管
の
㈶
海
上
労
働
科
学
研
究

所
が
設
立
さ
れ
た
。
海
上
労
働
の

広
範
囲
な
研
究
は
、
船
員
法
の
改

正
や
船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
の

制
定
の
み
な
ら
ず
、
ペ
ル
シ
ャ
湾

航
路
に
従
事
す
る
タ
ン
カ
ー
の
居

住
区
の
冷
房
化
や
、
外
航
船
や
漁

船
の
労
働
環
境
の
調
査
な
ど
多
岐

に
渡
る
。

　
大
橋
信
夫
さ
ん
は
、
１
９
６
０

年
に
東
京
商
船
大
学
卒
業
し
運
輸

省
航
海
訓
練
所
運
輸
教
官
を
務

め
、
１
９
６
３
年
に
㈶
労
働
科
学

外航船員の労働現場と生活を書籍で紹介外航船員の労働現場と生活を書籍で紹介

『海『海でで働働き、き、海海でで生生きるきる』』

大
橋
信
夫
さ
ん

研
究
所
特
別
研
究
生
と
し
て
派
遣

さ
れ
、
１
９
６
６
年
の
海
上
労
働

科
学
研
究
所
の
設
立
に
伴
い
入

所
、
船
員
の
労
働
環
境
の
向
上
に

尽
力
し
た
。

　
３
月
５
日
、
関
東
地
方
支
部
で

海
上
労
働
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

る
大
橋
信
夫
さ
ん
を
招
い
て
、
本

組
合
の
田
中
伸
一
組
合
長
代
行
と

髙
宮
成
昭
関
東
地
方
支
部
長
が
お

話
し
を
伺
っ
た
。

海
で
働
く
船
員
の
記
録
を
残
す

　
大
橋
さ
ん
は
自
身
の
船
員
労
働

の
研
究
成
果
を
記
録
に
残
す
た

め
、
こ
れ
ま
で
に
も
論
文
を
発
表

し
て
い
る
ほ
か
、
書
籍
を
出
版
し

て
い
る
。
最
近
の
出
版
し
た
書
籍

は
「
海
で
働
き
、
海
で
生
き
る
」

（
心
理
学
者
が
観
察
し
た
外
航
船

乗
組
員
の
労
働
と
生
活
）、「
㈶
海

上
労
働
科
学
研
究
所
の
40
年
―
設

立
か
ら
解
散
ま
で
―
」
な
ど
、
わ

れ
わ
れ
船
員
の
労
働
環
境
や
生
活

に
深
く
関
連
す
る
内
容
が
記
さ
れ

て
い
る
。

　
財
団
法
人
労
働
科
学
研
究
所
で

生
ま
れ
た
海
上
労
働
科
学
は
、
大

き
な
社
会
的
お
よ
び
学
問
的
意
義

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
調
査
・
研

究
活
動
は
運
輸
省
、
日
本
船
主
協

会
、
全
日
本
海
員
組
合
な
ど
海
運

界
、
船
員
界
の
官
労
使
の
理
解
と

支
援
を
得
て
多
く
の
成
果
を
生
み

出
し
、
そ
の
活
動
が
さ
ら
に
広
く

深
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

船
員
の
労
働
環
境
の
向
上
に
尽
力
し
た
大
橋
信
夫

船
員
の
労
働
環
境
の
向
上
に
尽
力
し
た
大
橋
信
夫
ささ
んん
が
思
い
を
込
め
て
出
版

が
思
い
を
込
め
て
出
版

　
船
員
の
労
働
や
生
活
を
調
査
・
研
究
す
る
こ
と
で
、
労
働
環
境
の
向
上
に
尽
力
し
た
大
橋
信
夫
さ
ん
が
、
外
航
船
員

の
労
働
と
生
活
を
紹
介
し
た
「
海
で
働
き
、
海
で
生
き
る
」
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
海
外
と
の
貿
易
を
通
じ
て
、
日
本

の
経
済
発
展
に
寄
与
し
た
当
時
の
、
外
航
船
員
の
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
読
者
か
ら
は
「
い
つ

も
家
に
い
な
い
お
父
さ
ん
が
、
海
で
は
こ
ん
な
風
に
働
い
て
私
を
育
て
て
く
れ
た
ん
だ
」「
幼
い
時
に
訪
船
し
た
時
や
ド

ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
好
評
を
博
し
て
い
る
。

れ
て
１
９
６
６
年
に
財
団
法
人
海

上
労
働
科
学
研
究
所
が
設
立
さ
れ

た
。
そ
し
て
海
上
労
働
科
学
に
関

す
る
調
査
と
研
究
が
、
熱
心
な
研

究
者
た
ち
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、

そ
の
調
査
と
研
究
は
、
業
界
だ
け

で
な
く
行
政
官
庁
の
期
待
に
も
応

え
ら
れ
る
成
果
を
出
し
て
き
た
が
、

１
９
８
０
年
代
に
入
り
、
海
上
輸

送
に
関
わ
る
社
会
技
術
シ
ス
テ
ム

の
変
化
な
ど
も
あ
り
、
海
運
業
界

お
よ
び
漁
業
界
は
大
き
な
変
化
の

影
響
を
受
け
た
が
、
書
籍
「
㈶
海

上
労
働
科
学
研
究
所
の
40
年
―
設

立
か
ら
解
散
ま
で
―
」
で
は
、
船

員
の
労
働
環
境
向
上
に
尽
力
し
た

海
上
労
働
科
学
研
究
所
の
40
年
間

の
出
来
事
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　
書
籍
「
海
で
働
き
、
海
で
生
き

る
」
は
、
大
橋
さ
ん
が
船
員
労
働

の
調
査
員
と
し
て
実
際
に
乗
船
し

た
時
の
記
録
で
、
当
時
の
船
員
の

仕
事
や
生
活
、
苦
労
が
あ
り
の
ま

ま
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
最
初

に
調
査
員
と
し
て
乗
船
し
た
の

は
、
１
９
６
５
年
の
こ
と
で
、
そ

の
船
は
日
本
か
ら
カ
ナ
ダ
・
ア
メ

リ
カ
の
五
大
湖
ま
で
を
往
復
し
た

約
１
万
ト
ン
の
当
時
と
し
て
は
最

新
鋭
の
貨
物
船
。
大
橋
さ
ん
は

１
９
８
８
年
ま
で
36
隻
に
乗
船

し
、
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
調
査

研
究
が
、
そ
の
後
の
船
員
の
労
働

環
境
の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
貴
重
な
記
録
と
な
っ
た
。

関東地方支部に大橋信夫さんを招いてお話を伺った関東地方支部に大橋信夫さんを招いてお話を伺った関東地方支部に大橋信夫さんを招いてお話を伺った

主な著書・論文
◆操船者の精神的緊張について
◆労働力の国際移動と職場における文化摩擦
◆混乗船について
◆過疎地域における高齢者の生活実態について 
◆ノルウェーにおける独居高齢者への
社会的支援の実態―夏季現地調査から 

◆海上労働に関する労働科学的、
人間工学的研究の歴史と現状

海
で
働
き
、海
で
生
き
る

心
理
学
者
が
観
察
し
た
外
航
船
乗
組
員
の
労
働
と
生
活
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